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東京都臨海部の⼟壌汚染 
東京臨海部の埋⽴地では明治期以降多くの化学⼯場が⽴地していたことから⼟

壌汚染の問題を抱えています。近年では築地市場を豊洲に移転するにあたって、

移転先敷地がかつてガス⼯場であったことから、ガスの製造⼯程で⽣成された操

業に由来する 7 つの物質（ベンゼン、シアン化合物、ヒ素、鉛、⽔銀、六価クロ

ム、カドミウム）による⼟壌および地下⽔の汚染が確認されたことが⼤きく取り

上げられました。事業主体の東京都は、専⾨家会議や技術会議を設置し、専⾨家

会議による提⾔に基づき、技術会議で具体的な技術・⼯法の評価・検討を⾏い、

汚染⼟壌や汚染地下⽔の対策を実施しています。 

埋⽴地では⼟壌汚染があると考えられる⼟地であってもその汚染が埋⽴由来で

あると考えられる場合は、特定の区域（埋⽴地特例区域または埋⽴地管理区域）

に指定されることにより、⼟地の形質の変更（⼟地の掘削など⼟地の形状を変更

する⾏為全般）の施⼯⽅法基準が緩和されています。また 2019 年の改正⼟壌汚

染対策法の施⾏により、臨海部の⼯業専⽤地域では⼈への有害物質の摂取経路が

なく、⼈為由来の汚染がない（埋⽴材由来か⾃然由来）⼟地は「臨海部特例区

域」に指定され、⼟地の形質の変更に事前の届出が不要など各種⼿続きが簡略化

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

（出典︓東京都中央卸売市場ホームページ） 
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【豊洲地区の⼟壌汚染対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典︓東京都中央卸売市場ホームページ） 
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当協会では⼟壌地下⽔の分析に関する講習として，平成 28 年に⼟壌汚染調査技 

術管理者試験対応事前講習会を開催しました。 

 

※当講習会の様⼦は，「東地協ニュース 2016.12 第 31 号」にて紹介していま

すので，あわせてご覧ください。 

https://www.tokyo-geo.or.jp/tochikyo_news/pdf/031.pdf 

 

 


